
カラスのジョーシ
キってなんだ？
(児童 488シ)

柴田　佳秀/文 子どもの未来社

カラスって黒くてなんだかこわいし、ゴミ
をあさってバラまいて、とってもめいわくな
そんざい・・・と思っていませんか？むかし
からことわざにつかわれるなど、人間とふ
かいかかわりのあるカラス。カラスの
ジョーシキを知ってかんさつしてみたら、
かわいく見えてくるかも！

木をかこう
（児童 725ム）

ブルーノ・ムナーリ/作
須賀　敦子/訳

至光社

木をかいてみませんか？絵がにがてでも
だいじょうぶ。かんたんなルールさえまも
れば、だれでもかんたんに木がかけるん
だって。きみだけの木をじゆうにかくこと
ができたら、きっとたのしいよ。

霧（きり）のむこうの
ふしぎな町
(児童 913カ)

柏葉幸子/作 講談社

６年生のリナが、初めての一人旅で向
かったのは「霧の谷」。へんてこな住人ば
かりの下宿屋に、「働くこと」を交換条件
においてもらうことになりました。

車のいろは空のい
ろ
(児童 913ア)

あまん　きみこ/作
北田　卓史/絵

ポプラ社

タクシーの運転手、松井五郎さんがお客
さんを乗せるとふしぎな事ばかり。でも、
やさしく親切にお客さんを乗せてタクシー
を走らせます。さあ、次はどんなお客さん
が乗るのかな？ちょっとふしぎで、やさしさ
あふれるお話です。

グレイ・ラビットのお
はなし
(児童 933ア)

アリソン・アトリー/作 岩波書店

働き者のグレイ・ラビットは、森の一軒家
でリスや野ウサギと一緒に暮らしていま
す。森の動物たちとともにくりひろげる冒
険を描いた物語です。

ぐんぐん頭のよい子
に育つよみきかせ
かがくのお話25
（児童 404ヤ）

山下　美樹/作 西東社

涙はたたかうスーパーヒーロー!?　いつ
のまにかトリケラトプスになっちゃった!?
など、身近ななぜ?どうして?が、物語と図
解で、わかりやく説明しています。親子で
も楽しめる、わくわく、新しい科学絵本で
す。

しげちゃん
(ｴﾎﾝＢ Eハ）

室井　滋/作、
長谷川　義史/絵

金の星社

「しげる」　というなまえの女の子。男の子
とまちがえられたり、からかわれたりいや
なこともある。でもね、なまえにはこどもを
思う親のねがいがこめられているんだよ。

府中町立図書館だより　夏休み特別号!!

小学校３・４年生のみなさんへ

府中町立図書館では、小学生のみなさんにぴったりの、ワクワクやドキドキが

つまった本を集めました。

自分がこどもだったときに読んだ本。自分のこどもにすすめた本。こどもから教

えてもらって読んで、なみだを流した本。大人になって読んで、わくわくしたり、

ホッとしたりした本。

ぜひ読んで、家族や友だちへ感想を教えてあげてみてくださいね。

小学３・４年生
向け


